
登山関連ニュース 2026年 3月 30日

過去 24時間以内に発生した登山関連のニュースを収集し、登山者の皆様に影響があ
りそうな情報を重要度順にまとめました。特に、入山規制や危険箇所の情報に最優
先でご留意ください。

重
要
度

項目 内容・影響

最
優
先

火山活動
（桜島）

桜島では火口周辺警報（噴火警戒レベル３、入山規制）が継続しています。
南岳山頂火口及び昭和火口から１ｋｍを超えて飛散する大きな噴石や小規模
な火砕流を伴う噴火が発生するおそれがあります。火口周辺 2km以内への
立ち入りは厳禁です。

高
山岳遭難
（八ヶ岳）

長野県の八ヶ岳で、下山中に体調を崩し行動不能になった 46歳男性が死亡
しました。体調管理と無理のない計画の重要性が改めて示されています。

高
山岳遭難
（涸沢岳）

岐阜県の涸沢岳（標高約 2400m付近）で、群馬県の男性技能実習生が遭難
した可能性があり、テントが発見され捜索が続いています。単独登山や悪天
候時の行動には特に注意が必要です。

高
滑落事故
（百蔵山）

山梨県の百蔵山で、17人グループで登山中の 85歳男性が滑落し大けがを負
いました。特に高齢者や経験の少ない方は、足元の確認を徹底し、慎重な行
動を心がけてください。

中
登山道規制
（山形県）

山形県内の一般国道 458号の一部区間（大蔵村南山地内、葉山登山道入口付
近）が冬期閉鎖中です。登山計画の際は、事前に最新の道路・登山道情報を
確認してください。

中

クマ出没情
報（福島
県・新潟
県）

福島県三春町や新潟県見附市の大平森林公園などでクマの目撃情報が複数報
告されています。入山時はクマ鈴の携行、複数人での行動、食料の管理徹底
など、クマ対策を十分に行ってください。

中
気象情報
（東海地
方）

東海地方では 3月 31日から 4月 1日にかけてまとまった雨が予想されてお
り、大雨となる地域もあります。増水や土砂災害の危険性があるため、該当
地域の山岳への入山は控えるか、最新の気象情報を確認し、計画の見直しを
検討してください。



重
要
度

項目 内容・影響

低
山岳遭難
（国頭村）

沖縄県国頭村の照首山で登山中に遭難した 70代男性が救助されました。命
に別条はありませんが、右足首のしびれを訴えています。軽度の体調不良で
も無理せず、早めの下山や救助要請を検討することが重要です。 [3]

低
行方不明
（京都府南
丹市）

京都府南丹市で小学 5年生男児が行方不明となり、リュックが山中で発見さ
れました。子供の単独行動は非常に危険であり、保護者は目を離さないよう
注意が必要です。

登山者へのアドバイス

登山者の皆様へ、安全な登山のために以下の点にご留意ください。

1 最新情報の確認を徹底する:出発前には必ず、気象情報、火山情報、登山道の
規制情報、クマ出没情報など、最新の情報を確認してください。特に、入山
規制や通行止め情報は命に関わるため、必ず遵守してください。

2 無理のない計画を立てる:自身の体力や経験、天候状況を考慮し、余裕を持っ
た計画を立てましょう。体調が優れない場合は、勇気を持って計画を中止・
変更する判断も重要です。

3 装備の確認と携行品の準備:登山に適した服装や装備はもちろんのこと、非常
食、水、地図、コンパス、ヘッドライト、防寒具、雨具、ファーストエイド
キット、そしてクマ鈴などの対策グッズを必ず携行してください。

4 単独行動を避ける:可能な限り複数人で行動し、万が一の事態に備えましょ
う。単独で入山する場合は、家族や友人に計画を伝え、登山届を提出するな
ど、万全の準備をしてください。

5 早めの判断と行動:悪天候の兆候や体調の変化を感じたら、無理をせず早めに
下山する、または安全な場所で待機するなどの判断をしてください。緊急時
にはためらわずに救助を要請しましょう。

安全第一で、楽しい登山をお楽しみください。


